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津軽の七つの雪 

１ はじめに 

「津軽の七つの雪ってどんな雪ですか？」 

青森地方気象台には、冬になるとこんな問い合わせがあります。今回は「津軽の七つの雪」

について、内容とその経緯を紹介します。 

 

２ 「七つの雪」 

太宰治の小説「津軽」の冒頭には「津軽の雪 こな雪 つぶ雪 わた雪 みず雪 かた雪 

ざらめ雪 こほり雪」と書かれています。また、新沼謙治の「津軽恋女」の歌詞としても使

われています。ところが、小説「津軽」の中では、それぞれの雪がどのような雪なのかは一

切説明されません。説明が無いことが気象台への問い合わせとなっているようです。 

小説「津軽」では、七つの雪の名前を並べた後に「東奥年鑑より」と出典が示されていま

す。「東奥年鑑」は、青森県の１年の出来事をまとめた総合年鑑で、昭和 3 年以降、青森県

内の新聞社の東奥日報社から刊行されています。1941 年（昭和 16 年）の「東奥年鑑」に

は、「気象」の頁があり、気象の常識として「雪ノ種類」、「風ノ種類」、「地震ノ種類」が掲

載されています。この「雪ノ種類」が、太宰治の引用した東奥年鑑の七つの雪となります。 

 

東奥年鑑 1941 年（昭和 16 年）より 

雪ノ種類 

「積雪ノ種類ノ名称」 

こなゆき 湿気ノ少ナイ軽イ雪デ息ヲ吹キカケルト粒子ガ容易ニ飛散スル 

つぶゆき 粒状ノ雪（霰ヲ含ム）ノ積モツタモノ 

わたゆき 根雪初頭及ビ最盛期ノ表層ニ最モ普通ニ見ラレル綿状ノ積雪デ余リ硬

 クナイモノ 

みづゆき 水分ノ多イ雪ガ積ツタモノ又ハ日射暖気ノ為積雪ガ水分ヲ多ク含ム様

 ニナツタモノ 

かたゆき 積雪ガ種々ノ原因ノ下ニ硬クナツタモノデ根雪最盛期以後下層ニ普通

 ニ見ラレルモノ 

ざらめゆき  雪粒子ガ再結晶ヲ繰返シ肉眼デ認メラレル程度ニナツタモノ 

こほりゆき みずゆき、ざらめゆきガ氷結シテ硬クナリ氷ニ近イ状態ニナツタモノ 

 

「降雪ノ種類ノ名称」 

こなゆき つぶゆき わたゆき みづゆき 

 

この説明があれば、七つの雪がどのような雪かおおよそ理解できます。七つの雪とは降り
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積もった雪（積雪）の状態を指し、降る雪ではないことが分かります。 

なお、昭和 16 年の東奥年鑑は、国立国会図書館デジタルコレクションで閲覧することが

できます。（URL : https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1070948/56） 

 

３ いつ、誰が決めたのか 

「東奥年鑑」に記述されている七つの雪は、昭和 15 年頃に東北地方の気象台・測候所が

協議して定めたものです。以下では、昭和 15 年前後の雪の種類を決めたときの経緯を紹介

します。 

 

① 積雪地方農村経済調査所による「雪の種類」 

山形県出身の国会議員松岡俊三代議士が、「雪害」の克服のために雪に関する調査機関を

設置することを提唱しました。その結果、昭和８年に農林省の「積雪地方農村経済調査所」

（「雪調」）が山形県新庄市に開設されます。そして「雪調」では昭和８年から積雪地方の道

府県に積雪の調査を委託し、雪に関する科学的な調査が本格的に開始しました（新庄市ホー

ムページ「雪の里情報館」）。青森県でも、昭和９年に青森測候所で「風雪・雪質調査」を行

うことが計画されるなど、雪に関する調査が始まりました（昭和 9 年版東奥年鑑）。 

「雪調」は昭和 12 年 12 月に「積雪の分類及名称」の暫定案を決定します。このときに

決められた雪の種類は、6 種類（小分類は 16 種類）（表１）で「津軽の七つの雪」とは異な

るものでした。また、昭和 13 年 1 月には、「雪調」から青森測候所宛てに、「積雪の分類及

名称」の資料（写真１及び図１）が送付されています。 

 

  

写真１ 「雪調」から送付された資料が保存されていた技術関係令達 

左の写真は表紙、右の写真は「積雪の分類及び名称」のページ 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1070948/56
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図１ 昭和 13 年 1 月 10 日に積雪地方農村経済調査所から青森測候所に送付された『積雪

の分類及名称』 
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表１ 東奥年鑑掲載の「積雪ノ種類」（昭和 13 年と 16 年） 

と昭和 18 年 12 月の積雪の分類及び名称 

昭和 13 年版東奥年鑑 

「積雪ノ種類及名称」 

昭和 16 年版東奥年鑑 

「積雪ノ種類ノ名称」 

昭和 18 年 12 月 中央気象台 

「積雪質の分類及び名稱」 

６種類（小分類は１６種類） 

１ 乾雪（灰雪、粉雪、綿雪、玉雪） 

２ 濡雪（餅雪、濡雪、水雪） 

３ 締雪（小締雪、硬締雪） 

４ 濡締雪（潤締雪、水締雪） 

５ 粗目雪（小粗目雪、大粗目雪） 

６ 凍雪（小凍雪、硬凍雪、氷板） 

７種類 

１ こなゆき 

２ つぶゆき 

３ わたゆき 

４ みづゆき 

５ かたゆき 

６ ざらめゆき 

７ こほりゆき 

8 種類 

1 カワユキ（乾雪） 

2 シメリユキ（湿雪） 

3 カタユキ（堅雪） 

4 シメリカタユキ（湿堅雪） 

5 ザラメユキ（粒雪） 

6 カワキザラメユキ（乾粒雪） 

7 コホリユキ（凍雪） 

8 ヒョウバン（氷板） 

 

② 全国気象協議会で積雪の名前が決定されず 

昭和 13 年 5 月に「全国気象協議会」が

東京で開催されました。当時は、日本国内

の気象台・測候所は、国立・県立と管理者

が異なり、青森県内でも青森測候所（現在

の青森地方気象台）は県立、八戸測候所は

国立という状態でした。国内の測候所等

以外にも、朝鮮や台湾、樺太、満州国など

の測候所等、陸軍や海軍も含めて、様々な

気象関係機関の集まりが「気象協議会」で

す。この昭和 13 年の協議会では、中央気

象台（現在の気象庁）から積雪の名称を統

一することが提案されました（測候時報 

9 巻 10 号）。 

前年に「雪調」で決定された「積雪の分

類及名称」が提案されたと思われますが、

提案は否決されたようで、「決定された」

との記録が残っていません。決定されな

かった理由は不明です。 

 
昭和１３年 測候時報（9 巻 10 号）より 



あおもりゆきだより２０２２ 第３号 今号の話題② 

③ 昭和 13 年版東奥年鑑 

昭和 13 年版東奥年鑑にも「雪の

種類」の項目がありますが、「七つ

の雪」ではなく「雪調」の 6 種類の

雪が掲載されています。 

昭和 13 年版の東奥年鑑は 7 月に

発行されています。「雪調」の 6 種

類の雪は、5 月の全国気象協議会で

決定に至らなかったのですが、「雪

調」の 6 種類の雪の種類がそのま

ま掲載されたのだと思われます。 

 

④ 東北地方の気象台・測候所が協議し、７つの雪の種類を決定 

昭和 15 年 3 月に「樺太北海道東北六県気象協議会」が開催されました。昭和 13 年は全

国の気象協議会であるのに対し、昭和 15 年は北日本の協議会であり、当時の仙台地方気象

台で開催されています。この協議会では、議事として「雪ニ關スル特殊調査ノ件」が話し合

われ、調査を行うことが決まっています（測候時報 11 巻 5 号）。また、この協議会、あるい

はこの協議会の後に「東北地方の気象台・測候所が協議して」雪の名前を決めたようです。 

翌年の昭和 16 年に紗那測候所（択捉島）で行われた積雪の斷面調査の報告（測候時報第

12 巻 9 号）では、雪の名前として「東北地方の気象台・測候所が協議して定めたもの」が

使われています。そして、これが昭和 16 年版東奥年鑑に掲載された七つの雪と同じもので

した。 

 

 

昭和１５年 測候時報（11 巻 5 号）より 
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昭和１３年 東奥年鑑（雪の種類決定） 
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⑤ 昭和 16 年の東奥年鑑に「七つの雪」が掲載 

昭和 16 年の東奥年鑑に「気象の常識」として、「雪の種類」と「風の種類」、「地震の種類」

が掲載されました。この「雪の種類」は、「東北地方の気象台・測候所が協議して定めたも

の」であり、「こなゆき つぶゆき わたゆき みずゆき かたゆき ざらめゆき こほり

ゆき」の七つとなります。 

 

⑥ 昭和 18 年 12 月に「積雪の分類及び名稱」が制定 

昭和 18 年 12 月 27 日に中央気象台観測法改定委員会において、積雪の分類及び名称が制

定されました（測候時報第 15 巻 3 号）。分類は、表 1 にあるように、8 種類の分類です。 

 

 

昭和１６年 測候時報（12 巻 9 号）より 

 

昭和１９年 測候時報（15 巻 3 号）より 
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積雪の分類と名称は、昭和 13 年に統一することが提案されましたが正式に決定されず、

その後、昭和 15 年に「雪ニ關スル特殊調査」のための分類として、東北地方の気象台・測

候所が協議して定められていました。昭和 18 年 12 月になって、正式に積雪の分類と名称

が制定されたこととなります。 

 

４ おわりに 

昭和 13 年の全国気象協議会で「雪調」の雪の種類に決定されていたら、「津軽の六つの

雪」（あるいは、小分類の「津軽の 16 種類の雪」）となっていたでしょう。また、中央気象

台は積雪の分類を昭和 18 年 12 月に制定しています。小説「津軽」が刊行されたのは昭和

19 年 11 月であるため、その時点では既に 8 種類の積雪が正式な分類です。一方、東奥年鑑

は昭和 19 年から休刊しているため、最新の情報が提供されない状態となっていました。 

このように昭和 13 年から昭和 19 年にかけて、積雪の分類を決定していく経過の中で、

一時的に利用されていた「東北地方の気象台・測候所が協議して定めたもの」が「津軽の七

つの雪」として、利用されたことになります。 

七つの雪は、「津軽」だけの雪ではなく、「東北地方の気象台・測候所が協議して定めたも

の」であること、さらには、小説「津軽」が刊行された時点では既に別の 8 種類の分類が制

定されていた、ということになります。 
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